
 
安全で、楽しい夏休みに －夏休みの意義－ 

 
校長 髙 橋  健    

 

 明日から 34 日間の夏休みが始まります。子どもたちはわくわくしていることでしょ

う。30名全員に安全で楽しい夏休みを過ごしてもらいたいと思います。 

 

 夏休みの始まりを調べてみました。この夏休みは明治 14年に制定された小学校教則綱

領第７条で「小学校ニ於テハ日曜日、夏季冬季休業日及大祭日、祝日等ヲ除クノ外授業ス

ヘキモノトス（小学校においては日曜日、夏季冬季休業日及び大祭日、祝日等を除くのほ

か授業をすべきものとする）」と定められ、それが現在まで続いているそうです。 

 その目的については明確に示されたものはないようですが、日本の夏は蒸し暑く、冬は

寒さが厳しいため授業を行わずに心身に休養を与えるために設けられたようです。 

 

１か月以上ある夏休みを有意義に過ごしてほしいと願っています。４人の担任の先生

方に「小学生のときの心に残っている夏休みの思い出」をインタビューして本日の終業式

で紹介しました。「地域の行事でサントピアワールドに行ったこと」、「ラジオ体操に毎日

通ってごほうびをもらったこと」、「昼間は器楽クラブ、夕方はバドミントン練習の繰り返

しの中でのお盆のバーベキューや花火」、「きつかったけど、楽しかったミニバス部の１泊

２日の合宿」という思い出です。数十年たった今でも思い出されるお一人お一人にとって

大切なものになっているのですね。 

私の場合、ぱっと思い出すのは「夏休みのプール開放」です。プール開放の日はほとん

ど泳ぎに行っていました。当時は午前も午後も開放されていたので、弁当を持って行って

いたことを覚えています。友達とおにごっこをしたり競争をしたりしながら、少しずつ泳

ぎも覚えていきました。クロールのクイックターンは先輩から教えてもらってできるよう

になりました。この夏休みのプール開放に通ったおかげで、水泳が大好きになり、現在に

至っています。 

子どもたちには、夏休みだからこそできることにチャレンジして、ぜひ楽しい思い出を

１つでも多くつくってほしいと心から願っています。ここに夏休みの意義があると思って

います。 

 

最後に保護者の皆様へお願いがあります。それは、ご家庭でも新型コロナウイルス感

染症防止対策と熱中症防止対策を行っていただきたいということです。感染症防止対策と

してはマスク着用、手洗い、三密回避、換気という基本的な対策とともに体調管理を、熱

中症防止対策としてはこまめな水分補給と冷房の適切な活用などです。ぜひ安全にお過ご

しください。 

 

参考 小学校教則綱領（抄）（明治十四年五月四日文部省達第十二号）：文部科学省 (mext.go.jp) 

https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/others/detail/1318010.htm


 



 

 

 

 

 

 

 


